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１．施策の方向性

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

1

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

-             -             

計画名称 計画概要

平成23年3月
当面の計画と
して概ね6年
間

当面整備計画として概ね6年
の計画も策定

担当課長
文化財保護課 新谷　勝行

 【参考】施策に関連するその他の計画
策定年月 計画期間 備考

重点目標 6 歴史文化を活用し、郷土への愛着と誇りを育みます

885         

事務の改善

　市内に数多く残されている文化財や調査成果などを市民などに公開することで郷土の歴史や文
化財について学ぶことのできる機会を提供し、その認識を高める。

基本的方針
　学校・地域の連携により、京丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学」を進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みます。
また、市内の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関心を
持つ人材の育成・活用を進めます。

１．豊かな歴史文化等を学習する機
　　会の充実

①京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育の導入にあわせ、「丹後学」
を積極的に展開します。特に、ジオパークに認定された地質遺産を活用したフィールド学習を、小学生を対象
に実施します。
②子どもたちが地域の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校支援
ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹後史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動を積極的
に支援する体制を拡充します。
③文化財セミナーや京丹後史博士育成講座等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会を充実します。ま
た、京丹後史博士等の人材活用を図ります。

第2次京丹後市総合計画

１．豊かな歴史文化等を学習する機会の充実 決算額 （単位：千円）

H31予算額

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育の導入にあわせ、「丹後学」を積極的に展開します。特に、ジオパークに
認定された地質遺産を活用したフィールド学習を、小学生を対象に実施します。

子どもたちが地域の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校支援ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹後
史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動を積極的に支援する体制を拡充します。

文化財セミナーや京丹後史博士育成講座等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会を充実します。また、京丹後史博士等の人材活用を図ります。

主な取り組み
H29決算額 H30決算額

評価を踏まえた
今後の方向性

計画期間の定
めなし

統合（整理）

文化財保護啓発事業 文化財保護課

２．文化財の保護と活用

①市内の貴重な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の道
具の更新等を通して文化財の保全を図ります。
②京丹後市史編さん事業での調査成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し市内外の人々の理解を深
める活動を進め、地域づくりに活かします。
③京丹後市デジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、丹後の優れた文化
財、調査成果について発信していきます。
④古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井墳墓等の史跡を整備し、活用することで郷土への誇りと愛
着を培い、併せて古代丹後の輝かしい資産を観光資源としても活用します。

３．資料館施設の整備充実

①市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古墳に象徴さ
れる古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の丹後の歴史、文化財や鳴き砂、ジオパーク等について理解して
もらうための普及啓発を図ります。
②児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。
③郷土の歴史や文化財の調査を進め、貴重な資料を保管し後世に伝えます。
④資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進しま
す。

市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

国史跡網野銚子山古墳整
備基本計画

「丹後王国」を代表する国史跡網野銚子山古墳に関して、京丹後
市史跡整備検討委員会を組織して専門的な立場、地元の立場か
らの検討を加えて基本計画を策定した

京丹後市文化財マスタープ
ラン

市内に所在する多岐にわたる文化財を適切に保護し、その中か
ら特に学術的に重要で、まちづくりの観点からも価値が高いと判
断される史跡等文化財に対して、保存及び活用整備をすすめる
ための方向性を示すもの

平成18年10月

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 

ＰＬＡＮ 
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

④

2

3

4

5

6

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

7

8

9

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

10

11

1

2

③ 京丹後市デジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、丹後の優れた文化財、調査成果について発信していきます。

古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井墳墓等の史跡を整備し、活用することで郷土への誇りと愛着を培い、併せて古代丹後の輝かしい資産
を観光資源としても活用します。

市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古墳に象徴される古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の
丹後の歴史、文化財や鳴き砂、ジオパーク等について理解してもらうための普及啓発を図ります。

② 児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。

③ 郷土の歴史や文化財の調査を進め、貴重な資料を保管し後世に伝えます。

④ 資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進します。

1,203       

拡大

H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

主な取り組み

２．文化財の保護と活用 決算額 （単位：千円） 事務の改善

H29決算額 H30決算額

史跡等維持管理事業 文化財保護課

市指定文化財等補助金

市内の貴重な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の道具の更新等を通して文化財の保全を図りま
す。

② 京丹後市史編さん事業での調査成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し市内外の人々の理解を深める活動を進め、地域づくりに活かします。

郷土資料館管理運営事業

古代の里資料館管理運営事業

遺跡発掘調査等事業 文化財保護課

1,357       

31,290     

5,981       

3,501       4,331       6,249       

　指定文化財やそれに関連する施設の草刈りや補修等の維持管理を行うことにより、文化財の適
切な管理と活用を図る。

３．資料館施設の整備充実

主な取り組み

1,409       

遺跡発掘調査等事業【繰越】

指定管理施設運営事業

2,000       2,000       

　発掘調査等により、市内の遺跡を効果的に保護するための資料を得るとともに、開発等により現
地保存の困難な遺跡の記録保存を図り文化財の保護・活用につなげる。

遺跡整備事業 文化財保護課

　丹後の特色と歴史を物語る重要な文化財の環境整備を推進し、教育・観光・地域づくりの資源
などへ有効に活用する。

11,371     13,301     

現状維持　文化財の修理などの保全事業に対して補助金を交付することにより、貴重な文化財を守り次世
代に引き継ぐ。

現状維持

文化財保護課

-             2,317       -             縮小　平成29年度より実施した途中ヶ丘公園陸上競技場整備計画に伴う途中ヶ丘遺跡の試掘調査を
行い、その成果をまとめた報告書を刊行することにより文化財保護を図るとともに活用につなげ
る。

文化財保護課

2,500       

拡大

8,505       8,436       現状維持

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

決算額 （単位：千円） 事務の改善

7,459       拡大

拡大

文化財保護一般経費 文化財保護課

345         295         397         拡大

計 47,013     47,807     72,830     

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

191         235         改善・効率化

文化財保護課

219         

8,736       9,529       

　民俗資料の調査保存、公開施設である資料館の維持管理を行い、郷土の歴史や文化遺産に対
する住民の関心を高める。

文化財保護課

9,701       

15,561     

文化財保護課

　郷土の文化遺産に関しての住民の関心を高め、教育、文化にふれあい、歴史を学ぶ機会を提
供する。

　琴引浜鳴き砂文化館の適正な管理運営を行い、琴引浜の鳴き砂の保全及び保護啓発活動、自
然環境学習の援助並びに促進を図る。

文化財保護課

8,346       

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円）

　文化財保管施設の維持管理及び各種文化財保護関係団体の活動を推進し、文化財の保護と
活用を図る。

文化財保護審議会委員設置事業

事務の改善

　文化財の指定解除等の諮問機関である文化財保護審議会で、文化財の保全及び活用につい
て調査・審議を行うことで、市の文化財の保全や活用に資する。
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

2
　網野銚子山古墳の整備事業では、墳丘の補修、園路整備、周濠整備のほか、進入道路、駐車
場等の整備を行う予定である。これにより、市民や外からの観光客に、日本海側最大の前方後円
墳の姿を示し、地域学習や観光スポットとしての活用をはかる。

区分 No. 具　体　的　内　容

施策展開の考え方

1
　京丹後史博士育成講座、文化財セミナー等の講演会、資料館施設での様々な展示、体験事業
を開催するとともに、出前講座への積極的な対応も行い、学習する機会の充実を図る。

3
　丹後古代の里資料館、郷土資料館、琴引浜鳴き砂文化館を適切に維持管理するとともに、それ
ぞれ収蔵資料の内容から機能分化し、市民や外からの観光客に、地域学習や観光スポットとして
の活用を図る。

文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数

基本的方針

年度

13,808
(3施設）

H25 14,730 H30 15,000 R6

人 1,468
（5事業、17講座）

×

　学校・地域の連携により、京丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学」を進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みます。また、市内
の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関心を持つ人材の育成・活用
を進めます。

主な目標指標

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

7 H30 8

◎

○

《文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数》
 　文化財セミナー（2回）、京丹後史博士育成講座（10回）、網野銚子山古墳発掘調査現地説明会、「小牧源太郎・
上前智祐遺作展～京丹後市が生んだ二人の前衛画家の軌跡～」等の講座・展覧会の参加者（760名）のほか、高齢
者大学・出前講座等の対応（29回、624名）があり、29年度末の数字を上回ることができた。魅力ある講座や企画を打
ち出し、目標値に近づけるようにしたい。

《資料館、文化館入館者数》
　 旧郷小学校へ移転した郷土資料館が平成30年4月にオープンし、初年度は網野郷土資料館時代と比べて多くの
入館者があった。一方で丹後古代の里資料館の入館者は微減し、琴引浜鳴き砂文化館の入館者は2,000人近く減
少した。
各館ともに、魅力ある企画を打ち出し、今後の集客増につなげていきたい。

《史跡整備》
　 京丹後市史跡整備検討委員会の指導を得ながら平成29年度には環境整備基本設計を実施した。これを踏まえ、
30年度より5年計画で整備事業を進めている。30年度は、当該年度の環境整備工事の実施設計および工事を行っ
た。31年度以降も引き続き、実施設計および工事を進める予定である。

○

▲

年度 年度

H25 1,384 H30 1,700

R6

R6

資料館、文化館入館者数 人

史跡整備 遺跡 6 H25

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 

ＡＣＴ 
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